
協議事項１ 
 

次代を担う生徒を育成するための魅力と活力にあふれる 
本県高等学校教育の在り方に係る鳥取県教育審議会答申について 

 

平成２６年１０月２０日 

 高 等 学 校 課  

１ 概 要 

平成25年４月23日に県教育審議会へ行った諮問に対し、県教育審議会学校等教育分科会において審

議がなされ、別添のとおり答申を受けた。 

 ≪諮 問 内 容≫ 

次代を担う生徒を育成するための魅力と活力にあふれる本県高等学校教育の在り方について 

１ グローバル化や情報化、少子高齢化がより一層進展するなど社会が大きく変化する中で、生きる力を

育み、時代の要請に応えていく高等学校教育の在り方 

２ 県人口や生徒数の減少に対応した高等学校の在り方 

 

２ 分科会開催日時及び場所 

回 数 日  時 場 所 

第１回 平成 25年 ６月 ４日(火) 15:40～17:00 白兎会館 

第２回 平成 25年 ９月 27日(金) 10:00～12:00 県  庁 

第３回 平成 25年 11月 11日(月) 14:00～16:00 県  庁 

第４回 平成 25年 12月 19日(木) 10:00～12:00 白兎会館 

第５回 平成 26年 １月 10日(金) 10:00～12:00 白兎会館 

第６回 平成 26年 ２月 17日(月) 10:00～12:00 白兎会館 

第７回 平成 26年 ６月 ９日(月) 10:00～12:00 白兎会館 

第８回 平成 26年 ８月 ８日(金) 16:00～17:00 白兎会館 

第９回 平成 26年 ９月 ８日(月) 10:00～12:00 白兎会館 

 

３ 答申の概要 

（１） 答申日：平成26年９月29日（月）午前10時～10時 30分 

（２） 場 所：県庁第二庁舎５階 教育委員室 

（３） 内 容：県教育審議会 矢部会長から県教育委員会 中島委員長に対して答申された。 

（４） 概 要： 

Ⅰ グローバル化や情報化、少子高齢化がより一層進展するなど、社会が大きく変化す

る中で、生きる力を育み、時代の要請に応えていく高等学校教育の在り方 

 

≪生涯を通じて主体的に学び、考え続ける力の育成≫ 

◆変化の激しい社会においては、常に学び続ける学習者を育成するとともに、グローバルな視点で物

事を考える力や、新しい価値を生み出すイノベーションを創出する力の育成が必要 

◆過去に前例のない課題に対応するために、ＩＣＴ等を活用した探究的・協調的な学びを推進してい

くことが必要 

 

≪他人を思いやる心などの豊かな人間性の育成≫ 

◆国際競争社会の中で共に助け合い生きていくために、コミュニケーション能力など他者と良好な関

係を築く力の育成が必要であり、そのためには家庭や地域との連携も重要 

 

1



≪生徒一人一人の可能性の伸長≫ 

◆早い時期からきめ細かいキャリア教育を行い、生徒一人一人に望ましい勤労観や職業観を身に付け

させることが必要であり、小学校、中学校とも連携して体系的・継続的に取り組むことが必要 

≪社会的に自立していく基盤となる生きる力の育成≫ 

  ◆自ら課題を見出し、他者と協働しながら解決策を考えていく探究的な活動が必要であり、「生徒を

学びの主体とした学習」への転換が必要 

◆特別な支援を要する生徒への支援体制の充実とともに、共生社会の形成に向けて「インクルーシブ

教育システム」づくりの推進が必要 

 

 

Ⅱ 県人口や生徒数の減少に対応した高等学校の在り方 

 

≪鳥取県や地域を愛する生徒の育成と学校と地域の連携≫ 

◆地域をフィールドにした探究的な学習や、地域資源を活用した学習の推進が必要 

◆地域と連携しながら学校の魅力や特色づくりを行っていくことが必要 

 

≪適正な学校・学級規模と配置≫ 

◆学校の活力の維持等のためには、ある程度の学校規模が必要（１学年４学級から８学級程度） 

◆生徒数減少には、学級減だけではなく、学校又は学科の再編、学級定員減、少人数授業なども視野

に入れて検討することが必要 

◆小規模化が進む中山間地域等の学校は、県外からも生徒が集まってくるような魅力や特色のある学

校づくりが必要 

◆定員の充足状況等に係る一定の基準を設けて、学校の規模や統廃合、再編等について総合的に判断 

 

≪鳥取県が実現できる卓越性≫ 

◆学校や学科の枠を超えた連携により、県全体の学びの質の向上につなげていくことが必要 

◆進学等で県外を離れても、将来は戻ってきて本県の発展に貢献する人材の育成が必要 

◆生徒自身がデザインした学びを可能とする教育内容について、外部機関等との連携・協働体制の構

築も視野に入れた検討が必要 

◆学習スタイルに合わせて学びの速度や進路の変更が可能となるような多様な学びの在り方の検討が

必要 

 

≪各学科の在り方≫ 

◆普通学科と専門学科を併設した入学後の多様なニーズに対応した新しいタイプの学校の設置を検討 

 

 

４ 今後の予定 

  学校等の関係機関との意見交換やパブリックコメント等を実施しながら、平成27年度中を目途に平成

31年度以降の県立高等学校の在り方の基本方針を策定する。 
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【参考】第９回県教育審議会学校等教育分科会（９月８日開催）における主な意見について 

 

（適正な学校規模について） 

    「１学年当たり４学級から８学級程度の規模が適当」とあるが、現在、その規模を下回っている学校

が約２０％存在しているので、その学校の規模は適当でないということになってしまう。したがって、

「小規模な学校にも教育上、様々なメリットがある」という趣旨の記述を付け加えると良い。 

 

（学級定員減について） 

    本審議会は、今後の高等学校教育の在り方を示すことが目的であり、学級定員減に伴う県の財政負担

のことまで記載する必要はない。 

     

（私立高校等と協調した取組について） 

    「補完」という言葉には短所を補うという意味がある。県立高等学校も私立高等学校もそれぞれミッ

ションとビジョンを持って取り組んでおり、「補完」という表現を使用するのは不適切だと思う。 

    また、本県教育の多様性を担保するため、私立高等学校と県立高等学校との共存を図っていくことが

必要であるという記述を入れるべきである。 

 

（学校のＰＲについて） 

    総合学科高等学校だけでなく普通学科及び専門学科高等学校も、学校や学科の特色を中学校や保護者、

地域にＰＲして十分な理解を得る必要があるという記述を入れるべきである。 
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強
み

を
生

か
し
た
教

育
を
実

践
・
県

外
に
進

学
後

も
、
将

来
は

戻
っ
て
き
て
本

県
の

発
展

に
貢

献
す
る
人

材
の

育
成

鳥
取

県
独

自
の

高
等

学
校

教
育

の
在

り
方

・
生

徒
自

身
が

デ
ザ

イ
ン
し
た
学

び
を
可

能
と
す
る
教

育
内

容
に
つ
い
て
、
外
部
機
関
等
と

の
連

携
・
協

働
体

制
の

構
築

も
視

野
に
入

れ
て
検

討
・
学

習
ス
タ
イ
ル

に
合

わ
せ

て
学

び
の

速
度

や
進

路
の

変
更

が
可
能

と
な
る
よ
う
な
多
様
な

学
び
の

在
り
方

の
検

討

各
学

科
の
在
り
方

普
通

学
科

・
特

色
を
生

か
し
た
教

育
内

容
の

充
実

に
よ
り
、
高

度
な
知

識
・
技

能
を
身

に
付

け
た
人

材
や

社
会

の
持

続
的

発
展

に
寄

与
す
る
人

材
を
育

成
職

業
系

専
門

学
科

・
専

門
分

野
の

基
礎

的
・
基

本
的

な
知

識
、
技

術
及

び
技

能
の

定
着

・
も
の
づ
く
り
な
ど
を
と
お
し
て
、
職

業
人

と
し
て
の

使
命

感
、
豊

か
な
人

間
性

を
育

成
総

合
学

科
・
地

域
や

学
校

の
実

態
に
応

じ
た
系

列
の

検
討

や
系

列
に
と
ら
わ
れ

な
い
自

由
な
選

択
科

目
群

の
設

定
の

工
夫

な
ど
一

層
の

特
色

化
を
推

進
・
学

校
の

取
組

を
積

極
的

に
中
学
校
や
地
域
に
Ｐ
Ｒ

新
し
い
タ
イ
プ
の

学
校

・
普

通
学

科
と
専

門
学

科
を
併

設
し
た
入

学
後

の
多

様
な
ニ
ー
ズ
に
対

応
で
き
る
学

校
の

設
置

を
検

討

教
育

機
能

を
十

分
に
発

揮
で
き
る
学

校
規

模

生
徒

数
減

少
へ

の
対

応

中
山

間
地

域
等

の
小

規
模

校
へ

の
対

応

私
立

高
等

学
校

等
と
協

調
し
た
取

組

定
時

制
・通

信
制
課
程
の
在
り
方

・
き
め
細
か
な
指
導
に
よ
り
、
多
様
な
学
習
ニ
ー
ズ
の
あ
る
生
徒
に
対
応

す
る
と
と
も
に
、

ＩＣ
Ｔ
等

を
活

用
し
た
基

礎
的

な
学

び
や

上
級

学
校

進
学

に
向

け
た
発

展
的

な
学

び
を

支
え
る
体
制

を
強

化
・
能

力
や

適
性

に
応

じ
た
多

様
で
柔

軟
な
教

育
課

程
の

編
成

・
体

験
的

活
動

の
充

実
な
ど
を
と
お
し
て
生

徒
の

学
習

に
対

す
る
意

欲
を
向

上
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